
安
倍
暴
走
政
権
の
憲
法
破
壊
、
森
友
・
加
計
問
題
な
ど
国
政
私
物
化
に
対
す
る
国
民
の
怒
り

が
爆
発
的
に
示
さ
れ
、
自
民
党
が
歴
史
的
惨
敗
を
喫
し
た
2
0
1
7
年
都
議
選
の
結
果
を
受
け

た
、
新
た
な
都
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
都
議
選
で
は
築
地
市
場
の
豊
洲
移

転
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
巨
大
開
発
へ
の
巨
額
の
税
金
投
入
の
一
方
で
、
都
民
生
活
を
な
お
ざ
り

に
し
て
き
た
自
民
党
都
政
へ
の
き
び
し
い
審
判
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
都
議
会（
20
期
）は
、

こ
う
し
た
選
挙
で
示
さ
れ
た
都

民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
（
地

方
自
治
法
）
に
邁
進
す
る
と
と

も
に
、
議
会
の
権
能
を
最
大
限

に
生
か
し
て
、都
知
事
の
施
策
、

方
向
性
を
都
民
目
線
で
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
つ
よ
く
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
も
と
で
、
都
議
会

の
構
成
を
決
め
る
臨
時
都
議
会

が
8
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
小
池
都
政
与
党
で
第
1
・

2
会
派
の
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
と

公
明
党
は
、
議
長
・
副
議
長
に

く
わ
え
議
会
選
出
の
監
査
委
員

を
独
占
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日

本
共
産
党
、
自
民
党
、
民
進
党

な
ど
が
提
案
し
た
築
地
市
場
の

豊
洲
移
転
問
題
を
審
議
す
る

「
市
場
問
題
検
討
特
別
委
員
会
」

の
継
続
設
置
を
拒
む
な
ど
都
民

世
論
に
背
を
向
け
る
態
度
を
と

り
ま
し
た
。
同
時
に
、
日
本
共

産
党
が
各
会
派
に
申
し
入
れ
て

い
た
議
会
改
革
に
つ
い
て
、
公

開
で
審
議
さ
れ
る
「
議
会
改
革

検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
は
お
お
き
な
前
進
で
あ

り
、
都
民
世
論
が
都
議
会
を
動

か
し
た
も
の
で
す
。

都
議
選
後
の
都
議
会
が
果
た

す
役
割
が
期
待
さ
れ
る
な
か
で

第
三
回
定
例
会
が
9
月
20
日
か

ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

選
挙
の
結
果
、
都
議
会
の
勢

力
図
が
大
き
く
変
わ
り
、
小
池

知
事
が
「
党
首
」
を
つ
と
め
た

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
が
第
1
党
と

な
り
公
明
党
と
与
党
を
く
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
豊
洲
移

転
問
題
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

税
金
投
入
、
開
発
優
先
の
都
政

運
営
な
ど
石
原
都
政
以
降
の
自

民
党
都
政
の
転
換
の
道
筋
は
示

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

小
池
知
事
は
、
28
日
に
臨
時
都

議
会
を
招
集
し
、
豊
洲
市
場
の

追
加
安
全
対
策
と
し
て
70
億
円

の
補
正
予
算
を
提
案
す
る
こ
と

を
議
会
と
の
協
議
も
な
く
突

如
、
発
表
し
ま
し
た
。

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ

い
て
、
は
や
く
も
都
民
の
間
か

ら
疑
問
も
呈
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
重
大
で
す
。

東
京
都
で
は
す
で
に
来
年
2

0
1
8
度
予
算
の
編
成
作
業
が

は
じ
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
来

年
度
は
、
国
民
健
康
保
険
の
都

道
府
県
化
に
よ
る
大
幅
値
上
げ

や
第
7
期
介
護
保
険
改
定
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
切
り
下
げ
と
保
険

料
引
き
上
げ
、
生
活
保
護
の
受

給
制
限
な
ど
社
会
保
障
の
改
悪

が
目
白
押
し
と
な
り
ま
す
。

切
実
な
都
民
の
願
い
と
要
求

を
実
現
す
る
都
民
運
動
を
大
き

く
結
集
し
ま
し
ょ
う
。

「住環境破壊の特定整備路線建設中止を」
都庁前での訴え＝7月・都庁前

革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
、

都
政
転
換
と
都
民
要
求
実
現
に

全
力
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
今

回
の
都
議
選
で
示
さ
れ
た
都
民

世
論
を
土
台
に
、
安
倍
政
権
の

公
約
、
憲
法
破
壊
、
国
政
私
物

化
の
政
治
を
許
さ
ず
、
解
散
・

総
選
挙
で
自
民
党
政
治
に
厳
し

い
審
判
を
下
す
た
め
の
と
り
く

み
に
力
を
つ
く
し
ま
す
。

い
ま
、
各
団
体
の
東
京
都
の

予
算
要
求
行
動
が
開
始
さ
れ
、

2
0
1
8
年
度
都
民
生
活
要
求

大
行
動
実
行
委
員
会
も
発
足
、

統
一
要
請
行
動
の
準
備
が
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下

げ
、
保
育
待
機
児
解
消
や
介
護

保
険
の
負
担
軽
減
、
特
養
待
機

者
の
解
消
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
や
貧
困
と
雇
用
対
策
、
35
人

学
級
等
の
教
育
条
件
改
善
、
中

小
企
業
の
振
興
、
都
営
住
宅
建

設
、
防
災
な
ど
切
実
な
都
民
要

求
の
実
現
、築
地
市
場
の
存
続
、

外
環
道
や
特
定
整
備
路
線
、
再

開
発
な
ど
の
大
型
開
発
優
先
、

金
融
都
市
政
策
か
ら
都
民
生
活

優
先
へ
の
転
換
、
オ
ス
プ
レ
イ

撤
去
・
横
田
基
地
へ
の
配
備
撤

回
、
憲
法
を
守
り
生
か
す
都
政

実
現
の
た
め
に
、
都
民
の
共
同

を
す
す
め
、
そ
の
実
現
に
全
力

を
つ
く
し
ま
す
。

♦
♦
♦
♦
♦
♦

都
議
会
第
三
回
定
例
会

開
会
日
行
動

【
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
・
早

朝
宣
伝
】
9
月
20
日
（
水
）

午
前
8
：
00
〜
9
：
00

都
庁

中
央
通
り
ス
ト
リ
ー

ト
・
都
議
会
通
り

♦
♦
♦
♦
♦
♦

国
連
で
採
択
さ

れ
た
核
兵
器
禁
止

条
約
の
前
文
は
、

核
兵
器
の
使
用
の

被
害
者
（
ヒ
バ
ク

シ
ャ
）
及
び
実
験

に
よ
る
被
害
者
の

「
容
認
し
が
た
い

苦
し
み
と
害
」
に
触
れ
た
。
原

爆
症
の
た
め
皮
膚
が
毎
日
バ
ケ

ツ
一
杯
も
む
け
た
亡
き
父
を
持

つ
知
人
は
「
被
爆
体
験
の
思
想

が
歴
史
を
動
か
し
た
」
と
語
る

▼
核
分
裂
で
生
じ
る
火
球
の
表

面
は
数
万
度
と
い
わ
れ
地
表
熱

線
は
太
陽
の
照
射
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
数
千
倍
。
直
後
の
爆
風
は
台

風
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
千
倍
で
そ

の
衝
撃
は
人
間
の
眼
球
を
眼
窩

か
ら
落
と
す
。
放
射
線
は
一
平

方
セ
ン
チ
当
た
り
一
兆
二
千
億

個
の
高
速
中
性
子
と
九
兆
個
の

熱
中
性
子
で
、
人
の
営
み
の
歴

史
を
溶
融
す
る
。
被
爆
の
実
相

と
正
対
す
る
に
は
人
間
の
尊
厳

を
か
け
た
覚
悟
が
必
要
な
の
だ

▼
原
爆
投
下
か
ら
72
年
、
知
人

は
「
い
ま
必
要
な
の
は
原
爆
の

事
実
を
深
く
と
ら
え
る
人
間
的

な
想
像
力
と
、
被
爆
者
の
胸
の

奥
底
に
秘
め
た
苦
悩
に
寄
り
添

う
共
感
力
だ
」
と
い
う
。
対
極

に
は
条
約
採
択
直
後
「
日
本
は

署
名
し
な
い
」
と
言
明
し
国
際

社
会
を
失
望
さ
せ
た
日
本
政
府

が
あ
る
▼
さ
て
小
池
知
事
の
こ

と
だ
。
松
井
広
島
市
長
は
国
連

会
議
で
「
新
条
約
が
採
択
さ
れ

た
い
ま
（
略
）
次
の
課
題
は
核

保
有
国
や
そ
の
同
盟
国
を
含
む

す
べ
て
の
国
の
条
約
締
結
を
促

進
す
る
こ
と
だ
」
と
呼
び
か
け

て
い
る
の
だ
が
、
為
政
者
と
し

て
条
約
の
根
源
に
あ
る
「
倫
理

的
責
務
」
と
向
き
合
う
覚
悟
は

あ
る
か
。
（
駒
）

共
同
を
広
げ
、
全
都
か
ら

都
民
要
求
運
動
の
大
波
を

都都都都都都都都都都都民民民民民民民民民民民要要要要要要要要要要要求求求求求求求求求求求実実実実実実実実実実実現現現現現現現現現現現ののののののののののの運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動ををををををををををを大大大大大大大大大大大きききききききききききくくくくくくくくくくく都都都都都都都都都都都民民民民民民民民民民民要要要要要要要要要要要求求求求求求求求求求求実実実実実実実実実実実現現現現現現現現現現現ののののののののののの運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動ををををををををををを大大大大大大大大大大大きききききききききききくくくくくくくくくくく
新しい都議会の下新しい都議会の下

都
民
の
負
託
に
応
え
る

都
議
会
を

豊洲移転中止・築地再整備・くらしと福祉を守れ

2017年8月15日

2017年8月15日）昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（都 民 が つ く る 革 新 都 政（毎月1回・15日発行）

いのちを守る福祉・
防災都市東京へ!
都政 に 憲 法 を!
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特
定
整
備
路
線
と
は
、
東
京

都
が
2
0
1
7
年（
平
成
24
年
）
1
月
に
策
定
し
た
「
木
密
地
域

不
燃
化
10
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
中
で
延
焼
遮
断
帯
と
し
て
2

0
2
0
年
（
平
成
32
年
）
ま
で

に
1
0
0
％
完
成
さ
せ
る
と
し

て
い
る
、
28
本
の
都
市
計
画
道

路
を
言
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

こ
の
都
市
計
画
道
路
は
1
9

4
6
年
4
月
戦
災
復
興
院
告
示

で
出
さ
れ
た
の
み
で
70
年
も
実

行
に
移
せ
な
か
っ
た
も
の
で
、

旧
都
市
計
画
法
3
条
に
規
定
さ

れ
て
い
る「
主
務
大
臣
の
決
定
、

内
閣
の
認
可
」
が
さ
れ
て
お
ら

ず
（
決
済
書
も
認
可
書
も
大
臣

花
押
も
無
い
）
告
示
に
記
載
さ

れ
て
い
る
「
都
民
に
縦
覧
さ
れ

る
べ
き
決
定
原
簿
・
原
図
」
の

存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
＝

違
法
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
都

市
計
画
決
定
（
？
）
道
路
計
画

で
す
。

28
本
の
道
路
計
画
の
う
ち
13

の
地
域
で
「
一
方
的
な
道
路
建

設
」
に
異
議
を
唱
え
て
建
設
反

対
の
住
民
運
動
が
立
ち
上
が
る

な
か
、
「
東
京
都
特
定
整
備
路

線
連
絡
会
」
を
つ
く
り
、
東
京

都
・
国
土
交
通
省
へ
の
要
請
行

動
、
署
名
、
宣
伝
、
訴
訟
に
と

り
く
ん
で
き
て
い
ま
す
。
豊
島

区
で
は
7
本
も
計
画
さ
れ
、
住

民
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
を
知
っ

た
の
は
今
年
7
月
に
行
わ
れ
た

事
業
・
測
量
説
明
会
と
い
う
状

況
で
し
た
。

東
京
都
に
対
し
て
「
決
定
原

簿
・
原
図
」
の
提
示
を
求
め
る

取
り
組
み
で
は
、
そ
の
存
在
を

都
は
最
後
ま
で
示
す
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
で
は

公
式
書
類
が
無
い
ま
ま
工
事
が

行
わ
れ
る
の
で
、
行
政
の
違
法

性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
国
交
省
は
現
地
の

状
況
を
調
べ
る
こ
と
な
く
、
事

業
認
可
を
や
す
や
す
と
下
し
て

い
る
の
で
す
。
関
係
地
域
の
住

民
は
不
服
審
査
請
求
を
行
い
ま

し
た
。

北
区
志
茂
一
保
存
会
は
い
ち

早
く
「
法
的
瑕
疵
を
一
番
の
提

訴
理
由
と
し
て
」
裁
判
に
訴
え

て
闘
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う

に
、
板
橋
区
大
山
26
号
線
を
考

え
る
会
が
提
訴
し
て
闘
っ
て
い

ま
す
。
6
月
29
日
に
は
、
し
な

が
わ
29
号
線
連
絡
会
が
提
訴
し

ま
し
た
。
8
月
に
は
、
北
区
十

条
地
域
73
号
線
関
係
が
地
域
再

開
発
問
題
と
併
せ
て
提
訴
し
ま

し
た
。
次
に
は
北
区
赤
羽
西
の

86
号
線
関
係
地
域
住
民
が
提
訴

の
予
定
で
す
。

革
新
都
政
は
多
摩
・
島
し
ょ

地
域
の
格
差
是
正
の
た
め
に
、

東
京
都
の
事
業
の
拡
充
、
市
町

村
財
政
へ
の
支
援
、
府
県
行
政

の
推
進
の
3
つ
の
角
度
か
ら
と

り
く
み
を
す
す
め
、
シ
ビ
ル
ミ

ニ
マ
ム
の
実
現
に
全
力
を
あ
げ

ま
し
た
。

東
京
都
の
事
業
の
推
進

革
新
都
政
は
「
都
民
の
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
」
仕
事
を
最

重
点
の
課
題
と
し
て
と
り
く
み

を
す
す
め
ま
し
た
が
、
な
か
で

も
、
多
摩
地
域
に
不
足
し
て
い

た
医
療
分
野
の
と
り
く
み
を
重

視
。
都
立
府
中
病
院
、
府
中
療

育
セ
ン
タ
ー
、
看
護
学
校
を
新

設
す
る
と
と
も
に
、
国
（
厚
生

省
）
の
縮
小
・
整
理
統
廃
合
の

方
針
に
抗
し
て
保
健
所
を
7
カ

所
（
特
別
区
2
カ
所
）
、
保
健

相
談
所
を
8
ヵ
所
も
増
設
し
ま

し
た
。

ま
た
、都
民
要
求
に
応
え
て
、

勤
労
福
祉
会
館
や
消
費
者
セ
ン

タ
ー
支
所
、
授
産
施
設
や
作
業

所
な
ど
障
害
者
の
た
め
の
施
策

も
革
新
都
政
の
も
と
で
お
お
き

く
前
進
し
ま
し
た
。

多
摩
地
域
に
不
可
欠
の
課
題

と
し
て
農
業
振
興
に
も
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。
東
京
の
農
業
は
、

国
の
農
業
破
壊
路
線
と
こ
れ
に

追
随
す
る
歴
代
保
守
都
政
の
も

と
で
後
景
に
追
い
や
ら
れ
、
農

地
と
緑
地
の
開
発
と
都
市
農
業

の
破
壊
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
革
新
都

政
は
、
生
産
緑
地
を
守
る
た
め

の
補
助
の
増
額
や
畜
産
農
家
の

支
援
の
た
め
の
糞
尿
処
理
施
設

補
助
の
新
設
、
奥
多
摩
の
わ
さ

び
生
産
へ
の
支
援
な
ど
を
実

現
。
市
街
化
区
域
内
の
農
家
が

経
営
を
つ
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に

植
木
・
苗
木
栽
培
の
委
託
事
業

を
実
施
。
都
民
に
無
料
で
毎
年

苗
木
を
10
万
本
配
布
す
る
事
業

も
始
め
ま
し
た
。
都
道
の
整
備

も
前
進
し
ま
し
た
。

市
町
村
へ
の
財
政
補
完
を

通
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

革
新
都
政
は
税
収
が
す
く
な

く
財
政
力
が
乏
し
い
こ
と
に
起

因
す
る
行
政
格
差
を
是
正
す
る

た
め
、
市
町
村
へ
の
財
政
支
援

を
抜
本
的
に
強
め
ま
し
た
。

革
新
都
政
は
、
区
市
町
村
が

実
施
す
る
保
育
や
児
童
、
教
育

な
ど
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
補

助
金
を
大
幅
に
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
市
町
村
振
興
交
付
金
に

つ
い
て
も
保
守
都
政
時
代
の
10

倍
以
上
に
増
額
し
て
市
町
村
の

財
政
需
要
に
応
え
ま
し
た
。
ま

た
、
調
整
交
付
金
を
あ
ら
た
に

創
設
し
、
都
が
実
施
す
る
施
策

が
多
摩
・
島
し
ょ
地
域
で
も
円

滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
財
政
支
援
を
実
施
し
ま

し
た
。

特
定
交
付
金
（
東
京
都
が
市

町
村
行
政
と
し
て
区
部
で
実
施

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
多
摩
・
島
し

ょ
の
住
民
も
享
受
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
財
政
補
完
）
を

拡
充
し
、
義
務
教
育
父
母
負
担

軽
減
、
教
材
費
の
格
差
是
正
、

学
校
警
備
員
・
交
通
警
備
員
・

交
通
養
護
員
の
給
与
、
公
立
病

院
・
診
療
所
運
営
費
（
特
定
交

付
金
）な
ど
を
新
設
し
ま
し
た
。

教
育
施
設
で
も
、
区
部
に
比

べ
て
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
た

公
立
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
・
体

育
館
（
注
）
の
整
備
を
位
置
づ

け
、
建
設
が
困
難
な
学
校
を
除

い
て
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
実

現
。
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
ま

し
た
。
く
わ
え
て
、
「
市
町
村

公
共
施
設
整
備
計
画
」
を
策
定

し
、
計
画
的
な
公
共
施
設
の
整

備
に
つ
と
め
ま
し
た
。

住
民
負
担
の
軽
減
で
は
、
教

育
費
の
父
母
負
担
軽
減
や
ご
み

・
し
尿
処
理
手
数
料
無
料
化
な

ど
が
都
の
財
政
支
援
で
実
現
し

ま
し
た
。

広
域
行
政
と
し
て
の
責
務

多
摩
地
域
に
は
、
市
町
村
で

は
解
決
で
き
な
い
課
題
が
い
く

つ
も
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
が
上
下
水
道
で
し
た
。

と
り
わ
け
、
下
水
は
三
多
摩

地
域
で
は
普
及
が
す
す
ま
ず
、

大
雨
の
と
き
に
は
汚
物
が
流
れ

だ
す
な
ど
衛
生
面
か
ら
の
そ
の

改
善
が
い
そ
が
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
も
と
で
革
新
都

政
は
、
革
新
都
政
が
誕
生
し
た

翌
年
（
1
9
6
8
年
）
に
市
町

村
の
公
共
下
水
を
東
京
都
が
建

設
す
る
流
域
下
水
管
を
通
じ
て

都
の
下
水
処
理
場
（
多
摩
川
・

荒
川
水
系
に
建
設
）
に
流
し
処

理
を
お
こ
な
う
流
域
下
水
道
事

業
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
遅

れ
て
い
る
市
町
村
下
水
道
の
促

進
の
た
め
に
補
助
を
大
幅
増
額

（
1
9
6
7
年
か
ら
の
6
年
間

で
6
倍
以
上
）
し
ま
し
た
。
ま

た
、
水
道
の
都
営
一
元
化
と
原

水
供
給
、
受
託
消
防
事
業
の
拡

充
な
ど
も
お
お
き
く
前
進
し
ま

し
た
。

離
島
住
民
の
要
求
に
応
え
る

島
し
ょ
地
域
の
振
興
（
小
笠

原
諸
島
は
革
新
都
政
誕
生
の
翌

年
1
9
6
8
年
に
復
帰
）
は
、

1
9
5
3
年
に
施
行
さ
れ
た
離

島
振
興
法
に
も
と
づ
い
て
離
島

振
興
対
策
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
革
新
都
政

は
美
濃
部
都
知
事
が
島
を
訪

ね
、
島
民
の
声
に
直
接
耳
を
傾

け
る
こ
と
で
、
事
業
費
を
大
幅

に
増
や
し
、
勤
労
福
祉
会
館
の

建
設
や
簡
易
水
道
の
普
及
、
海

水
の
淡
水
化
、
漁
港
や
定
期
船

の
接
岸
で
き
る
港
湾
設
備
の
建

設
、
教
員
確
保
の
た
め
の
教
員

住
宅
の
建
設
と
待
遇
改
善
、
医

師
確
保
の
た
め
の
給
与
費
補

助
、
漁
業
振
興
や
潜
水
病
対
策

な
ど
を
実
現
し
ま
し
た
。

（
卯
月
は
じ
め
）

特定整備路線の建設に反対する署名
を都に提出する連絡会の人たち＝7
月25日・新宿

「
特
定
整
備
路
線
連
絡
会
」

は
7
月
25
日
、
「
特
定
整
備
路

線
」
で
住
宅
街
や
商
店
街
が
分

断
さ
れ
る
と
し
て
、
建
設
中
止

を
求
め
る
署
名
6
6
9
3
人
分

を
小
池
百
合
子
都
知
事
宛
に
提

出
し
ま
し
た
。
応
対
し
た
都
の

担
当
者
は
、
「
要
請
の
趣
旨
を

知
事
に
伝
え
る
」
と
答
え
ま
し

た
。今

年
（
2
0
1
7
年
）
4
月

に
国
交
省
が
都
市
計
画
道
路
の

見
直
し
方
針
を
出
し
た
こ
と
に

と
も
な
っ
て
、
7
月
28
日
国
交

省
と
の
話
し
合
い
を
行
い
、
都

内
の
道
路
計
画
に
つ
い
て
住
民

参
加
で
見
直
し
を
行
う
よ
う
、

国
に
対
応
を
求
め
ま
し
た
。
応

対
し
た
国
交
省
の
担
当
者
は
、

「
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
に

は
事
業
認
可
さ
れ
た
路
線
も
対

象
に
含
ま
れ
る
」と
述
べ
、「
国

の
事
業
認
可
で
は
都
市
計
画
へ

の
適
合
な
ど
だ
け
で
は
な
く
地

域
の
実
情
も
見
て
い
く
」
と
答

え
ま
し
た
。
【
特
定
整
備
路
線

連
絡
会
・
柴
田
裕
】

7
月
7
日
、国
連
会
議
で「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
が
、
賛
成
1

2
2
、
反
対
1
、
保
留
1
で
採

決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
条
約
」
採
択
に
被
爆

国
国
民
の
一
人
と
し
て
、
ま
た

長
い
間
原
水
爆
禁
止
運
動
に
参

加
し
て
き
た
も
の
の
一
人
と
し

て
大
歓
迎
で
あ
り
、
国
連
会
議

が
条
約
を
圧
倒
的
多
数
の
賛
成

で
採
択
し
た
3
つ
の
意
義
に
つ

い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
1
は
、
人
類
が
核
兵
器
の

脅
威
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に

は
、
世
界
か
ら
核
兵
器
を
廃
絶

す
る
こ
と
で
あ
り
、
今
回
の
国

連
会
議
の「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

は
、
そ
の
廃
絶
に
向
け
て
の
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
条
約

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
も
の
と
異
な
っ
て
、

核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
と
い

う
根
本
問
題
を
解
決
し
て
い
く

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
2
は
、
核
保
有
国
が
、「
安

全
保
障
」
を
口
実
に
核
兵
器
の

保
有
は
不
可
欠
（
「
核
抑
止
力
」

論
）
と
の
主
張
を
し
て
、
核
保

有
に
固
執
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
の「
条
約
」は
、
前
文
に「
核

兵
器
の
い
か
な
る
使
用
も
武
力

紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
の

規
定
、
特
に
国
際
人
道
法
の
原

則
と
規
定
に
反
し
て
い
る
」
等

な
ど
と
明
記
し
「
核
抑
止
力
」

論
の
虚
構
に
痛
打
を
与
え
て
い

ま
す
。

第
3
は
、
こ
れ
ま
で
広
島
・

長
崎
の
被
爆
者
が
た
え
ず
原
爆

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
苦
し
み
・

悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
人
道
に

背
く
原
水
爆
被
害
の
実
相
を
広

げ
、
「
世
界
か
ら
原
水
爆
を
な

く
し
て
ほ
し
い
」
と
行
脚
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
政
権
や
政
権

政
党
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
圧

力
、
ソ
連
や
中
国
な
ど
か
ら
の

干
渉
等
々
を
跳
ね
返
し
な
が
ら

日
本
原
水
協
は
、
被
爆
者
と
共

に
歩
む
こ
と
を
貫
き
な
が
ら
、

同
時
に
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

を
守
り
、
成
功
さ
せ
、
人
類
と

核
兵
器
は
共
存
で
き
な
い
こ

と
、
内
外
に
核
兵
器
全
面
禁
止

廃
絶
国
際
条
約
締
結
を
訴
え
、

そ
の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
広
島
市
が
平
和
資
料

館
を
、
長
崎
市
が
原
爆
資
料
館

を
建
設
し
、
内
外
に
原
爆
被
害

の
実
相
と
平
和
・
核
兵
器
禁
止

を
発
信
さ
せ
て
き
た
こ
と
。
広

島
市
長
・
長
崎
市
長
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
世
界

平
和
市
長
会
議
を
組
織
し
、
日

本
政
府
を
は
じ
め
各
国
に
核
兵

器
禁
止
条
約
の
実
現
を
訴
え
て

き
た
こ
と
、
こ
う
し
た
民
の
声

が
世
界
を
動
か
す
時
代
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
直
視
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
条
約
で
は
、
第
8
条

で
、
「
締
約
国
は
…
こ
の
条
約

の
適
用
ま
た
は
履
行
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
問
題
、
お
よ
び
核
軍

縮
の
た
め
さ
ら
な
る
措
置
に
つ

い
て
検
討
し
、
お
よ
び
必
要
な

場
合
に
は
決
定
を
お
こ
な
う
た

め
に
、
定
期
的
に
会
合
す
る
」

と
し
、
「
こ
の
条
約
の
締
約
国

で
な
い
国
、
な
ら
び
に
国
連
の

関
連
組
織
、
関
連
の
非
政
府
組

織
は
、
締
約
国
と
検
討
会
議
に

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す

る
よ
う
招
請
さ
れ
る
」
と
し
て

い
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

今
後
、
こ
の
「
核
兵
器
禁
止

条
約
」
の
目
的
を
果
た
し
て
い

く
た
め
、
主
に
次
の
3
点
を
訴

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を

世
界
数
億
に
ひ
ろ
げ
、
そ
れ
を

力
に
核
兵
器
廃
絶
の
道
を
さ
ら

に
ひ
ら
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2
、
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
に

反
対
し
て
い
る
日
本
政
府
を
退

場
さ
せ
、
被
爆
国
に
ふ
さ
わ
し

く
「
条
約
」
に
賛
成
す
る
政
府

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
都
知
事
が
「
東
京
都
民
平

和
ア
ピ
ー
ル
」に
た
っ
て
、世
界

平
和
首
長
会
議
に
参
加
し
、
広

島
市
長
・
長
崎
市
長
と
提
携
し

て
、
政
府
に
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
迫
る
都
政
を
実
現
し
ま
し

ょ
う
。
【
原
水
爆
禁
止
東
京
協

議
会
代
表
理
事

柴
田
桂
馬
】

（
注
）革
新
都
政
以
前
の
プ
ー
ル

＝
小
中
と
も
約
4
分
の
1
が
未

設
置
。
体
育
館
＝
小
学
校
の
36

％
、
中
学
校
の
7
％
が
未
設
置

住
民
参
加
で
見
直
し
を

建
設
中
止
署
名

都
に
提
出

都
内
都
市
計
画
道
路

街
を
分
断
す
る「
特
定
整
備
路
線
」

い
ま
こ
そ
平
和
を

け
ん
引
す
る

都
政
を
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